
 

 
  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 8 年 9 月 1 日  
発 行：宮沢 地区 公民 館  
電 話・FAX22-0433 
 

令和 8 年度防犯等標語　 最優秀賞作品の標語看板は、 
小学校と公民館に設置されます。 

宮沢地区の児童の皆さんの応募作品の中から厳選な審査の結果、下記のとおり入賞作品
が決まりました。入賞された児童の皆さん、おめでとうございます。 

≪交通安全標語≫

≪環境美化標語≫

日　　時：１０月１６日（金） 

９時３０分～１４時３０分  

場　　所：徳良湖グランドゴルフ場  

定　　員：２０名　 

  参加費：4,000 円（花笠の湯で懇親会費）　 

申　込：１０月１日（木）宮沢地区公民館まで　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※雨天の時「輪投げ大会」 

宮沢地域交流センター  

 

ふしんしゃだ！　ぼうはんブザーで　すぐにげろ 

万引きで　人生変わる　ことになる 

おれ！おれ！の　はなしのまえに　あいことば 

宮小６年　山口　夢翔  
宮小４年　加藤　亮太  
宮小１年　加藤　陽葉

最優秀賞  

優 秀 賞 

優 秀 賞

最優秀賞  

優 秀 賞 

優 秀 賞

ヘルメット　未来の自分を　守るたて 

ヘルメット　命を守る　道具だよ 

左右見て　道路横断　しっかりと 

宮小５年　安野　重志  

尾小４年　菅野　陽輝  

宮小４年　加藤　愛梛  

宮小１年　尾崎　璃咲  

尾小６年　堀江　凛音  
宮小６年　加藤　航太  
宮小４年　倉兼　悠成  

自然保護　みんなで作ろう　この町を 

ポイ捨ては　きれいな町を　こわしてく 

ごみ拾い　自分の町を　きれいにね 

「すてないよ」　まだまだつかえる　リサイクル

最優秀賞  

優 秀 賞 

優 秀 賞 

優 秀 賞

 

日 　 時：１０月１７日（土）６時～ 

場　所：宮沢小学校前県道  

作業内容：花の撤去・マルチシートの回収  

持 ち物：マルチ針金をはずす道具  

           （お持ちの方）

秋の交通安全県民運動 9/21（月）～9/30（水）の１０日間

9/30（水）は「交通事故死ゼロを目指す日」

・グラウンドゴルフ大会　　　　
・交通安全教室　　　　　　　
・健康づくり消費生活研修会   
・輪投げ大会　　　　　　　　

８月６日（木）老人クラブ連絡協議
会役員会で、今後の事業内容が決定
しました。 

詳細 については、各 クラブの会 長
から案内がいきますので奮ってご参
加ください。 

参加者
募集！

 
１０月２７日（火） 
１ １ 月　９日（月） 
１ １ 月２７日（金）

 

９月１０日（木） 



８月４日（火）宮沢地区歴史保存会と大崎市みや
ざわ郷土研究会や振興協会の方々が一同に会して
の合 同 研 修 会 が行 われ、今回 はみやざわ地 区が企
画した「大崎耕土世界農業遺産巡り～岩出山編～」
に参加しました。 

大崎市世界農業遺産未来戦略室の車田室長から
講師を務めていただき、東北太 平洋 側特有の季節
風 （やませ）による冷 害 や洪 水 などから人や農 地 を
守るために作られた灌漑用水の堰や丘陵下を掘削
したトンネル水路「潜穴（くぐりあな）」、導水を迂回
させて温 める「ぬるめ水 路 」などの『水 』の調 整 に
様々な工夫を重ねてきたことを学びました。 

ま た 、 米 沢 で 生 ま れ た 伊 達 政 宗 が 天 正 １ ９ 年

（1591）から慶長８年（1603）に治府を仙台に移す
までの１２年間本拠地とした岩出山城跡を見学。断
崖の急斜面を登りきると山頂からは岩出山の街並
みが一望でき、本丸 跡に建つ政宗公平和像 や空堀
や城郭を巡り当時に思いを馳せていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラワーロ－ド除草作業

翁山登山道・刈払い　

８月１日 （土）早 朝５時 ３０分からフ
ラワーロードの除 草 作 業 を行 いまし
た。今年は毎日雨が降り、雑草が伸び
放題で植栽した日日草が見えない状
態となっていました。 

参 加 者 はどこから手 を付 けようか
困 惑 しながらも日 日 草 が抜 けないよ
うに気を付けて、鎌等を使って雑草を
取り除いていました。作業が進んでい
くと花壇はスッキリし花が見えるよう
になりました。 

小 雨 の中 、ご協 力 いただいた皆 さ
んありがとうございました。

宮沢・みやざわ合同歴史研修会

８月１日（土）早朝からハリマ小屋から山頂へ
続くルートと不老長寿の泉までのルートの二手
に分かれて登山道の刈払いが行われました。 

近年の登山ブームと吉田類さんの『にっぽん
百低山』の放送もあり、翁山登山に来られる方
が増加しています。しかし登山道は雑草や雑木
が生い茂り、登山ルートがわかりずらくなってい
ました。そこで安全に翁山登山ができるように
翁山を愛する市内の有志が集まり企画・実施さ
れたものです。 

当日はあいにくの雨になりましたが、有志らは登山者が迷わないように背丈ほどに茂った
雑草を刈払い機で除去し登山道を確保しました。有志の皆さん、お疲れさまでした。  



『おくの細道』の芭蕉の名文「高山森々として・・・」は
何処なのか論争があったが昭和１８年「曾良旅日記」
が発見され、ヒトバネ、市野々、正厳の地名が記され
ている事から現在の山刀伐峠に決着された。だが山
刀伐の名称はなく、『郷土調査』にも出ない。いつ頃
から呼ばれたのか。宮沢を東から西へと歩いた芭蕉
路は貴重な地域の歴史資産である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年　度 昭和２年 昭和３年 昭和４年 昭和５年

 台　数 １４９台 １８７台 ２２２台 １９６台

昭和の宮沢　(その 5) 

宮沢の交通　　　　　　　　昭和５年『郷土調査』より　　　 文責　三浦幹雄

 『郷土調査』には、「大正１２年尾花沢町から宮沢を経て赤倉温泉まで全長 14.8 キロ
が県道に認定せらる。市野々を距る最上郡境迄約５キロの道路を目下自動車通行に自
由なる程度に改修工事を行いつつあり。」と記されている。それまでの最上郡への交通
路、岩谷沢から東小国村満沢へ出る背坂峠越えから市野々―山刀伐峠―赤倉温泉の路
線に移行したものと思われる。 

 ○ 　定期自動車 (初めてのバス)は昭和２年(1927)尾花沢
町より市野々に至る１１キロの行程、本村に対し唯一の交
通機関で、午前３回、午後４回の計７往復。始発午前５時、
最終午後７時とある。乗客は料金が高かったのか利用者
は以外と少ない。 

○ 　私が住む中島から尾花沢までは約８キロ。徒歩では青壮
年で１．５時間、常に自転車だったが冬は徒歩で２時間か
かった。岩谷沢からは２．５時間位かかるかも。 

昭和２年 
宮沢最初のバス （押切） 
「宮沢五十年誌」より

バスの運行は足の弱い高齢者や婦女子には幾千年来の福音となった。しかし冬季のバ
ス運行は昭和４０年まで待たなければならない。 

木炭バス　昭和１８～２０年になるとガソリンが枯渇したため雑木を細かく切って燃やす
「釜」をバスの後部に搭載し、釜から発生する「木炭ガス」を燃料とする木炭バスが登場し
た。高橋小の南の県道が登り坂になっており、馬力不足で速度が落ちたバスを児童であっ
た私たちが後ろから押した。

山刀伐峠は昭和９年の大凶作により農家が疲弊した事で県
が農家の救済工事として整備した。その後も整備され、山交で
は昭和３０～４０年に尾花沢―宮沢―山刀伐峠―赤倉温泉路
線バスを運行した。(右写真)私も乗車したが、峠の最上町側の
急カーブは１回でハンドルが切れず車掌が笛で誘導し２回バッ
クしてようやく越えた。それが３カ所。昭和５２年山刀伐トンネ
ルが開通し、危険な急カーブ運行はなくなったが皮肉にもバス
は廃止された。（旧道は「歴史の道」として保存）  

山刀伐峠のバス停  
「宮沢五十年誌」より 

昭和初期の宮沢の自転車台数　　

昭
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年
頃
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運
行
す
る
。 

(

押
切
で
写
す)路線バスは市営に          

乗用車の普及と農村の過疎化に伴ってバスの利用者は激減し、山交は採算がとれな
い理由から市内各路線を平成８年３月末で廃止した。市では市民の足の確保から同年４
月１日より市営バスをスタートさせた。本数の少なさはあるが山交時代にはバスが来なか
った安久戸、丹生、中島、行沢、中刈、岩谷沢にもバスが来て高齢者は助かっている。  

昭
和

年
３
月
１
日
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9 月　２日（水）さわやかあいさつ運動  

9 月　５日（土）敬老祝品贈呈（岩谷沢・市野々方面） 

9 月　６日（日）敬老祝品贈呈（正厳・丹生方面） 

9 月　９日（水）ヨガ教室  

9 月１０日（木）地域振興協議会グラウンドゴルフ大会  

9 月１６日（水）おきな茶屋（運動会） 

9 月２９日（火）フラワーロ－ド咲花草会研修  

9 月３０日（水）ヨガ教室  

 

公民館だより 
カラー版  

も見てください。

 

R８.8．1 現在　　　　（前月比） 

男 　 性  

女 　 性  

合 　 計  

世帯数  

 事業問合せ・申込先：宮沢地区公民館電話・FAX　0237-22-0433

706 人  

688 人  

1,394 人  

550 戸

（＋１） 

（－３） 

（－２） 

（－２）

夏休み子ども体験教室  

８月７日（金）子ども育成会主催で夏休み子ども体験教室が行われました。 

開講式では髙橋里美会長が「今日一日、みんなで楽しみましょう。」とあいさつ。子どもたち
は市のマイクロバスに乗り込み北村山視聴覚教育センターへ出発しました。 

視聴覚教育センターの職員からセンターの役割を聞いてからプラネタリウム室へ。最初に
宮 沢 小 の先 輩 たちが自 作 した「統 合 前 に残 したい！伝 えたい！幻 の米 『さわのはな』」の
DVD を視聴しました。その後ドーム内が徐々に暗くなり星空が映し出されました。夏の夜空
に見える「こと座」のベガ（織姫星）を中心に「わし座」のアルタイル（彦星）、「はくちょう座」の
デネブを結んでできる夏の大三角形や多くの星座を解説してもらいました。また北の空に
輝く「かんむり座」の神話もお聞きすることができ充実したプラネタリウムになりました。 

お昼は地区公民館に戻って、お母さん方が作ってくれたカレーライスをおかわりしながら
お腹いっぱい食べました。午後からは防犯・交通安全・環境保全の標語看板をみんなで協力
して作成し完成しました。 

楽しみながら防災減災を学びました 

８月９日（日）尾花沢市内で初めての防災減災スタンプラリーが
行沢公民館で行われました。これはスタンプを押しながら避難経路
を回り防災減災の知識を学び、災害への備えや被害を低減させる
ための行動を考え、実践する力を育てるものです。 

講師は鈴木伴子地域防災専門員と石山洋幸尾花沢市防災士会
会長が務められました。参加者は災害が発生した後にどんなことが
起こるのか、自分は何をすべきかなど楽しみながらも発災時のシミ
ュレーションをしていました。


